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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること

＜連絡事項＞

· 本日17：20よりユーティリティーにて納会あり。出席可能なスタッフは必ず出席すること。

· 患者様の感染予防として、外からの病棟へ入る方へ予防を徹底していく。窓口および各病棟入り口に面会の方への感染予防に関するお知らせを掲示する。また、面会の方へリーフレットをお渡しし感染予防を説明していくこと。職員は消毒液での手指消毒、うがい、年末年始にむけて体調管理を徹底していくこと。
· デイケア喫煙所の灰皿内の水が朝の清掃時に凍っており、掃除に時間がかかる。本日よりナイトケア終了時に灰皿内の水を処理して帰ること。
· 正月期間中の青明舎手伝いに関する詳細を各自確認して帰ること。
＜外来より情報提供＞

· 田名部　一樹様～「本を読んでも5分以上集中できない。しばらく歩いてると気分が落ち着いてく
　　　　　　　　るからまた本が読める。これって病気ですか？」と主治医に確認されている。主
　　　　　　　　治医より読む時間やページ数を決めて読書してみることを助言している。

· 田名部　浩平様～外来待合室にて太極拳を行っていること見られる。

＜利用者様情報と検討＞

· 井畑　光湖様～関秀治様と「付き合っている」との発言聞かれること、双方の関わりが多く見られるようになっていること、以前母様が関様と本人様の3人で母様の運転する車にてドライブに行かれたことから、正月期間中の変調及び事故等、様々な問題が懸念される。母様・本人様スタッフで話し合いの機会を今年中に設ける事が困難であると母様より連絡あったため、本日電話にて母様にそれら事項について説明することとし、詳細については来年早々に上記三者での話し合いを行うこととする。

· 溝越　キク様～本日　本人と正月期間中の訪問について話し合い、本人より12月31日、１月１日２日の訪問の了承を受けている。また、１月３日については友人と外出する約束をしている為、訪問してもらいたくないと話されている。又、現在訪問看護では8:30頃・11:00頃の２度訪問しているが、本人より「朝の訪問の後から出かけたり、ゆっくりしたいから朝だけにしてもらいたい」との要望あり。面識の無いスタッフ（青明舎スタッフ）が訪問する事に対して最初は少し抵抗があると話されていたが、青明舎スタッフと対面後には「あの人達が来るなら構わないよ」と話されている。

以上の本人の要望を受けて、訪問は朝のみ行い、

12月31日　→　青明舎スタッフ

1月　1日　→　青明舎スタッフ

　　　　　　　　　　　 2日　→　青明舎スタッフ・デイケアスタッフ

　　　　　　　　　　　 3日　→　訪問なし

というスケジュールでの対応予定。正月期間中に体調不良などあった際には、訪問看護か青明舎、青南病院へ連絡を入れるように本人へ説明している。

＜プログラム検討＞

〇選択プログラム

　平成18年1月11日より施行予定

· 1月11日：午後のプログラムにて、4グループに別れ、各担当者からプログラムの進め方や内容に
　 　　　　ついて説明を行う。各担当者は当日までに詳細について話し合いを行っておくこと。

· 1月18日～：午前は運動A・運動B実施。午後は手工芸・料理実施。

· プログラムに必要な物品は、早めに発注をし、プログラムを滞りなく進めることが出来るように配慮する事。

